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３月議会は４日から始まり、７日に４人の

一般質問がありました。内田議員は、①新中

学校の制服と校則のあり方 ②太陽光発電に

関わる条例の制定（裏面）について質問しま

した。質問がわずか４人ということは残念で

したが、それぞれに意義ある質問内容で、今

後のより良い町のあり方が議論されました。

内田議員の質問内容から一部紹介します。

《答》中学校再編は、生徒が自分のこととして学び考え、
形にしていく経験ができる貴重な機会と考えている。大
人の再編委員会と検討部会とは別に、４中学校から１年
生２名ずつで生徒準備委員会を組織している。令和４年
度には新１年生が加わる予定である。制服の検討も含め、
校内で意見や要望をまとめ、大人の委員会に対して伝え
る役割を担っていただく。
新しい制服を決める時期は、令和５年４月と決めてい

ない。今後生徒の意見なども聞きながら検討していく。
新たな制服を決めた場合、移行期間を設け、各校の制

服を利用していくことなども検討課題である。なお、篠
島中学校の生徒にも考えていただきたいと思っている。

《問》「友だちが制服を着る自由は尊重したいが、『みん
な同じ』を押しつけられたくない」とする生徒等へは、
配慮が必要だと思うが、どのように考えていくか。

《答》生徒使用品は学校によっ
て様々であるので、保護者の
負担が大きくならないように、
移行期間を設けて決めていく。

靴下は３色の選択の原案を
考えている。

校則等についても、今後、
生徒や保護者の意見を聞きな
がら、具体的な対応を決定し
ていきたい。

制服や校則等の決定は
表現の自由や民主主義を

生徒自身が学ぶ場

《問》制服の検討は、主権者教育の立場か
ら、各中学校でも「生徒の制服検討委員
会」を立ち上げ、自他の人権を考える総
合的な学習の一環として、制服の有無を
含め、最低２年はじっくりと議論し、決
定していくことが必要ではないか。それ
までは、４校それぞれの制服を利用すれ
ばいいと思うがどうか。

《問》これからの学校は、ＬＧＢＴＱ（セクシャルマイノリティー：
性的少数者）への配慮が必要である。全国的に、制服も
男女を問わず、生徒本人が選択できるブレザー、スラッ
クス、スカート、キュロット等のデザインが進んできてい
る。本町でも考える必要があると思うがどうか。

《答》セクシャルマイノリティーへの理解と配
慮は重要であり、制服は多くの方に受け
入れられる選択の幅が必要と考えている。
今後、生徒や保護者の意見を聞いて、検
討部会、再編委員会で検討していく。

世田谷区立桜丘中学校の元校長の西郷孝彦さんは、生徒や

職員に自由な意見交換を保障し、制服・校則の自由化、定期

テストをなくす取り組みをされました。西郷元校長は「学校

生活で一番大事なことは、子どもたちが幸せな３年間を送る

こと」とし、子どもたちには「社会に合わせるんじゃなくて、

自分に合った社会に変えるんだよ」と言ってきたそうです。

半田市や大府市でも制服の見直しがされるとのこと。南知

多町も、夢のある新しい中学校の創設に向けて、子どもたち

が生き生きと過ごせる学校づくりに取り組みたいものです。
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たもつ日記

《答》制服についての考え方は、難しい問題であるととら
えている。同じ制服を着用することに抵抗感のある生徒
については、その気持ちに寄り添いながら、多様な価値
観を尊重する中で「制服」の意味について考え、一定の
価値観を見出していくように指導していくのが望ましい
と考えている。

子どもたちが主人公の新中学校に！
今、町では小学校に続き、中学校の再編計画が進んでいます。令和５年

度からの内海中学校での仮統合のために検討部会が立ち上げられ、新中学

校のあり方が検討されています。

全国の中学校や高校では、校則の見直しや制服の自由化が進んでいます。

新中学校での制服・校則等のあり方を主権者教育の視点から質問しました。

《問》現在の各地域の制服等の業者への配慮や保護者の
意見の反映はどのように考えているか。

《答》ジャージやカバン等も含め、衣料品組合と話し合い、
対応策を検討する。保護者の負担も考え、移行期間を設
けるなど配慮していきたい。

保護者や業者の負担への配慮を

誰もが過ごしやすい学校に！
ＬＧＢＴＱ（セクシャルマイノリティー）への配慮も

《問》各校の「校則」や「学校の約束」は様々である。当
面は無理に統一せず、時間をかけて決めればいいと考え
るがどうか。また、靴下の色では白のみが４校あるが、
篠島中学校の３色からの選択のように、自由選択が望ま
しいと考えるがどうか。
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